
 

別紙 

 

牛の個体識別のための情報の管理及び伝達に関する特別措置法（平成 15 年法律第 72 号）【抜粋】 

 

（牛個体識別台帳の正確な記録を確保するための措置） 

第五条 農林水産大臣は、牛個体識別台帳に記録の漏れ又は誤りがあることを知ったときは、第

八条及び第十一条から第十三条までの規定による届出をすべき者に対する届出の催告その他牛

個体識別台帳の正確な記録を確保するため必要な措置を講じるものとする。 

２ （略） 

 

（耳標の装着） 

第九条 農林水産大臣は、前条の規定による届出を受理したときは、当該届出に係る牛の個体識

別番号を決定し、遅滞なく、農林水産省令で定めるところにより、これを当該届出をした牛の

管理者又は輸入者に通知するものとする。 

２ 牛の管理者又は輸入者は、前項の規定による通知を受けたときは、農林水産省令で定めると

ころにより、牛の両耳にその個体識別番号を表示した耳標（農林水産省令で定める規格に適合

するものに限る。以下同じ。）を着けなければならない。 

３ 牛の管理者は、耳標が滅失し、き損し、又はこれに表示された個体識別番号の識別が困難と

なった場合には、農林水産省令で定めるところにより、新たにその個体識別番号を表示した耳

標を着けなければならない。 

４ （略） 

 

（耳標の取り外し等の禁止） 

第十条 何人も、前条第二項から第四項までの規定により牛の耳に着けられた耳標（以下この条

において単に「耳標」という。）を取り外し、その他個体識別番号の識別を困難にする行為をし

てはならない。 

２、３ （略） 

 

（譲渡し等及び譲受け等の届出） 

第十一条 牛の管理者又は輸入者は、牛の譲渡し等をしたときは、遅滞なく、農林水産省令で定

めるところにより、当該牛の個体識別番号、譲渡し等の相手方の氏名又は名称及び当該譲渡し

等の年月日その他農林水産省令で定める事項を農林水産大臣に届け出なければならない。 

２ 前項の規定により牛の譲受け等をした者（第十三条第二項のと畜者及び同条第三項の輸出者

を除く。）は、遅滞なく、農林水産省令で定めるところにより、その氏名又は名称及び住所、当

該牛の個体識別番号、譲受け等の相手方の氏名又は名称及び当該譲受け等の年月日、飼養施設

の所在地その他農林水産省令で定める事項を農林水産大臣に届け出なければならない。 

 

（死亡、とさつ及び輸出の届出） 

第十三条 牛が死亡（とさつによる死亡を除く。）したときは、当該牛の管理者は、遅滞なく、農

林水産省令で定めるところにより、当該牛の個体識別番号、死亡の年月日その他農林水産省令

で定める事項を農林水産大臣に届け出なければならない。 

２、３ （略） 

 

（報告及び検査） 

第十九条 農林水産大臣は、この法律を施行するため必要があると認めるときは、牛の管理者、

輸入者若しくは輸出者に対し、必要な報告をさせ、又はその職員に当該牛の管理者、輸入者若

しくは輸出者の事務所、事業場その他の場所に立ち入り、帳簿、書類その他の物件を検査させ、

若しくは関係者に質問させることができる。 

２～６ （略） 


